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凡  例 

 

１ この目録は国民経済雑誌 第 191 巻第 1 号（平成 17 年 1 月）から 

第 200 巻第 6 号（平成 21 年 12 月）までに掲載された論文及び記事 

を分類収録したものである。 

２ この目録は次の 2 部よりなる。 

      Ⅰ 件 名 目 録 

      Ⅱ 人 名 索 引 

３ 件名目録は 1 から 54 までの 54 部門に分け，部門内の論題配列の 

      順序は巻号の順によった。同巻同号所載のものについては，本誌 

      に掲載された順によった。 

４ 人名索引の配列は ABC 順によった。数字の太字は部門番号を，細 

      字は部門内番号を示す。 

 

 

 



Ⅰ 件 名 目 録 
 
 1 社会科学一般（哲学・社会思想・社会学を含む） 

 2 経済学史・経済思想史 

 3 マクロ経済理論 

 4 ミクロ経済理論 

 5 外国経済史 

 6 日本経済史 

 7 経済政策一般 

 8 財政・公共経済 

 9 貨幣・金融 

10 国際金融・外国為替 

11 労働経済・社会政策 

12 技術・生産性 

13 資源・環境経済 

14 農業・農業政策 

15 人口・人口政策 

16 産業構造・産業政策 

17 産業組織・競争政策 

18 中小企業・地域経済 

19 国際経済・貿易政策 

20 開発経済学 

21 比較経済論 

22 北米・南米経済論 

23 アジア・オセアニア・アフリカ経済論 

24 西欧・東欧経済論 

25 日本経済論 

26 計量経済学 

27 統計・統計学 

28 マーケティング 

29 流通・商業 

30 消費社会・消費文化 

31 証券・投資 

32 交通・物流・ロジスティクス 

33 保険 



34 経営学・経営学史 

35 経営組織 

36 経営戦略 

37 技術管理・生産管理 

38 情報処理・データベース 

39 経営財務・企業ファイナンス 

40 人的資源管理・経営労務 

41 経営史 

42 国際経営 

43 財務会計 

44 簿記 

45 税務会計 

46 原価計算 

47 管理会計 

48 監査 

49 国際会計 

50 公会計・非営利組織会計 

51 会計史 

52 社会環境会計 

53 企業情報開示 

54 その他 



1 社会科学一般（哲学・社会思想・社会学を含む） 

[番号]        [論   題]                  [執 筆 者]  [巻] [号] 

1 現代産業社会の「調整」様式にもとづく環境管理モデル分析（研究） ··· 山田修嗣  196 3 

 石川雅紀 

 藤井美文 

 2 蔵内社会学にもとづく「新しいコミュニティ論」の研究（研究） ········· 藤岡秀英  198 4 

 3 E.ナスの「人間にふさわしい社会国家」の構想（研究） ················· 永合位行  199 4 

 

 

2 経済学史・経済思想史 

 1 ソックウェルの W.エリス研究（研究） ········································ 上宮正一郎 192 6 

 2 マーセットの 

『経済学についてのジョン・ホプキンズの意見』（研究） ············· 上宮正一郎 196 5 

 3 Social Economy とエリス（研究） ·············································· 上宮正一郎 200 3 

 

 

3 マクロ経済理論 

 1 政府開発援助の経済分析：現状と展望（研究） ····························· 澤田康幸  193 1 

 池上宗信 

 2 発展途上国の動学一般均衡モデル： 

   RBC モデルからの応用を中心に（研究） ·································· 樹神昌弘  193 1 

 3 不確実性と投資：異時点間の代替性の役割（研究） ······················· 中村 保  194 2 

 4 産業の構造変化分析（研究） ····················································· 川畑康治  194 3 

 5 実質負債残高と経済の不安定性（研究） ······································ 渡邉敏夫  194 4 

 6 人口成長率と利潤率 

  －長島教授のシミュレーションに関する研究ノート－（研究） ····················· 中谷 武  195 3 

 7 戦間期日本における近代部門設備投資のマクロ分析 

  －価格要因の影響についての定量的検討－（研究） ·································· 斎藤 孝  195 4 

 8 育児コストと有効需要（研究） ·················································· 橋本賢一  196 6 

 9 中長期成長モデルによる失業と所得分配の分析（研究） ················· 足立英之  197 1 

10 経済成長とインフレーション 

  －消費の外部性が存在する場合－（研究） ··········································· 三野和雄  197 1 

11 賃金主導型経済と利潤主導型経済の動学的特性について（研究） ····· 浅田統一郎 197 1 

12 国際競争とシュタインドル命題（研究） ······································ 中谷 武  197 1 

13 非正規雇用者の増加と賃金格差の拡大に 

   関するマクロ動学分析（研究） ··············································· 中村 保  197 1 



14 完全競争と技術進歩（研究） ····················································· 春山鉄源  197 1 

15 二国二部門世代重複モデルにおける紐付き 

   トランスファーの経済厚生分析（研究） ··································· 篠崎 剛  197 6 

16 内生的成長モデルにおける家計の市場労働供給に関する考察 

  －教育の役割－（研究） ······························································· 胡 雲芳  198 5 

17 農業補助・人的資本支出間の選択と移民，所得格差（研究） ··········· 陳 貴富  199 2 

 中谷 武 

 

 

4 ミクロ経済理論 

1 結合生産と置塩の定理（研究） ·················································· 中谷 武  191 4 

 萩原泰治 

2 アジャスティッド・ウィナー公平分割法の図解（研究） ················· 中西訓嗣  192 5 

 3 交代手番によるスロット・マシーン問題： 

   熟練プレーヤーと未熟プレーヤーの例（研究） ·························· 末廣英生  193 2 

 4 モラルハザード問題における合理的な無知（研究） ······················· 天谷研一  193 6 

 5 Self-Relevant メカニズムによる遂行： 

   2 人の個人の場合における応用（研究） ···································· 畳谷整克  194 4 

 6 単調な反応関数のグラフと 

   フォン・ノイマン＝モルゲンシュテルン安定集合（研究） ··········· 中西訓嗣  196 3 

 7 独占的競争モデルによる災害の空間的応用一般均衡分析（研究） ····· 小池淳司  196 4 

 細江宣裕 

 下村研一 

 片山慎太朗 

 8 シグナリング・ゲーム実験における均衡と均衡化（研究） ·············· 末廣英生  196 6 

 9 日本の個人エコノミスト： 

   成長率予測に能力差はあるか？（研究） ··································· 芦谷政浩  198 2 

10 Self-Relevant メカニズムによる中立的社会選択 

   対応の遂行に関する小論（研究） ············································ 畳谷整克  198 3 

11 リーダーシップのシグナリング理論： 

   1 つの展望（研究） ······························································· 末廣英生  200 4 

12 新しい家族の経済学： 

   Collective モデルとその応用（研究） ······································· 宇南山 卓 200 4 

 小田原彩子 

13 変則じゃんけんの動学均衡（研究） ············································ 宮川栄一  200 6 

 



 

5 外国経済史 

1 1851 年ロンドン万国博の表彰問題をめぐって（研究） ··················· 重富公生  191 4 

 2 15 世紀後半フランデレンにおける 

穀物価格上昇と地域の市場化（研究） ······································ 奥西孝至  194 2 

 3 19 世紀半ばイギリス産業の自己認識 

  －1851 年ロンドン万国博余剰金の使途をめぐって－（研究） ······················· 重富公生  195 3 

 4 多国籍企業の対日投資と製品ライフサイクル 

  －J.&P.コーツ，1907～1973 年－（研究） ··········································· 桑原哲也  198 2 

 

 

6 日本経済史 

1 兼松翁記念事業に関する一考察（研究） ······································ 天野雅敏  191 2 

2 職務発明の対価：その歴史的考察 

－三菱造船における職員発明規制制定をめぐって－（研究） ························ 前田裕子  191 6 

3 明治・大正・昭和初期の道路交通史 

  －二輪車を中心に－（研究） ·························································· 片山三男  192 3 

4 幕末銀遣い経済圏における金流通の条件（研究） ·························· 浦長瀬 隆 193 6 

5 明治 20 年代初めの兼松房次郎の濠洲視察に関する一考察（研究） ··· 天野雅敏  195 2 

6 制度的工業教育の歴史的役割 

  －明治期の高等工業学校・工業学校・農商務省と織物産地－（研究） ·············· 橋野知子  195 2 

7 戦間期日本における近代部門設備投資のマクロ分析 

  －価格要因の影響についての定量的検討－（研究） ·································· 斎藤 孝  195 4 

8 日本における近代陶磁器業多角的展開の一側面 

  －大倉孫兵衛・和親の経営行動と日本陶器－（研究） ······························· 前田裕子  195 5 

9 江戸期日本の決済システム 

  －貨幣、信用、商人、両替商の機能を中心に－（研究） ····························· 鎮目雅人  197 5 

10 日本における近代通貨システムへの移行を巡って 

  －決済における取引費用の観点から－（研究） ······································ 鎮目雅人  197 6 

11 多国籍企業の対日投資と製品ライフサイクル 

  －J.&P.コーツ，1907～1973 年－（研究） ··········································· 桑原哲也  198 2 

12 競争と共存 

  －1920 年代日本の化学染料工業の進化と展開－（研究） ··························· 橋野知子  198 5 

13 戦前における三井物産の豪州進出について（研究） ······················· 天野雅敏  199 2 

14 戦前・戦後の三輪自動車産業についての一考察（研究） ················· 片山三男  199 6 

15 戦後日本企業の海外進出の変遷 



  －海外従業員数ランキングの検討－（研究） ········································· 藤田順也  200 6 

 竹内竜介 

 平野恭平 

 

 

7 経済政策一般 

1 経済理論学の新たな展開（研究） ··············································· 永合位行  191 5 

2 解雇規制が雇用量に与える影響について（研究） ·························· 熊谷太郎  191 6 

 丸谷泠史 

3 「市場と計画（政府）」を超えて（研究）····································· 福田 亘  192 3 

 4 政府開発援助の経済分析：現状と展望（研究） ····························· 澤田康幸  193 1 

 池上宗信 

 5 社会関係と信頼 

  －高齢者対象サービスとコミュニティ内労働に関するノート－（研究） ··········· 鈴木 純  193 5 

 6 甲子園球児の足による裁定行動（研究） ······································ 芦谷政浩  194 3 

 7 介護保険利用形態とその選択要因に関する一考察 

  －兵庫県三田市におけるアンケート調査をもとに－（研究） ························ 村上寿来  194 4 

 高倉博樹 

 8 人口減少下での持続可能な経済成長（研究） ································ 山口三十四 195 1 

 9 量的緩和政策と時間軸効果（研究） ············································ 宮尾龍蔵  195 2 

10 ドイツにおける第三セクターの展開（研究） ································ 永合位行  195 4 

11 公益事業におけるヤードスティック規制（研究） ·························· 水谷文俊  195 5 

12 条件付現金給付による貧困対策の政治経済学的考察： 

   ラテンアメリカの事例から（研究） ········································· 浜口伸明  197 3 

 高橋百合子 

13 蔵内社会学にもとづく「新しいコミュニティ論」の研究（研究） ········ 藤岡秀英  198 4 

14 Ｅ．ナスの「人間にふさわしい社会国家」の構想（研究） ·············· 永合位行  199 4 

15 容器包装リサイクルにおける自主的アプローチと EPR（研究） ·········· 石川雅紀  199 6 

16 雇用形態の多様化と転職（研究） ··············································· 勇上和史  200 5 

 

 

8 財政・公共経済 

1 日本の経常収支黒字と財政収支赤字の持続可能性（研究） ·············· 宮尾龍蔵  191 1 

2 地方消費税の独自課税化と CVAT（研究） ··································· 玉岡雅之  191 6 

3 世代間のリスク・トレードオフ（研究） ······································ 竹内憲司  192 2 



 柘植隆宏 

 岸本充生 

4 The Possibility of Apolitical Fiscal Policy: 

   Recent UK Experience（研究） ························· Stephen Jarratt Davies  192 4 

 5 医療保険制度の地方分権化の可能性（研究） ································ 小塩隆士  195 1 

 6 仕入高控除法の付加価値税における複数税率の取り扱いについて 

  －消費税における複数税率に関連して－（研究） ···································· 玉岡雅之  195 6 

 7 ベーシック・インカム論に関する政治経済学的考察（研究） ··········· 浦川邦夫  196 6 

 8 貧困化する日本の世帯 

  －2000 年代前半における所得格差・貧困・極化－（研究） ························· 小塩隆士  198 2 

 浦川邦夫 

 9 Mirrlees レビューにおける法人税改革案の批判的検討（研究） ······· 玉岡雅之  199 5 

10 港湾の整備・運営とガバナンス構造－若干の覚書－（研究） ··············· 手塚広一郎 200 1 

11 財政の持続可能性についての再検証（研究） ································ 藤井隆雄  200 6 

 

 

9 貨幣・金融 

 1 金融市場の発達と経済成長（研究） ············································ 石井貴春  193 1 

 駿河輝和 

 2 郵便貯金銀行はどんな銀行になるのか：  

リレバン vs トラバン（研究） ················································· 滝川好夫  193 2 

 3 1996 年の FOMC 

  －物価安定への対応－（研究） ························································ 地主敏樹  193 3 

 4 移行経済下ミャンマーにおける企業の資金調達（研究） ················· 三重野文晴 193 4 

 5 わが国の銀行部門における流動性需要について 

  －共和分回帰分析による検証－（研究） ·············································· 畠田 敬  196 3 

 6 シンジケート･ローンに関する先行研究： 

   1 つのサーベイ（研究） ························································· 滝川好夫  199 4 

 7 分散化が銀行のパフォーマンスに及ぼす影響（研究） ···················· 立花 実  200 2 

 畠田 敬 

 8 品目別物価指数の特性と金融政策の相対価格への波及効果： 

   近年の研究動向及び日本のデータを用いた実証研究（研究） ········ 柴本昌彦  200 4 

 

 

10  国際金融・外国為替 

 1 日本の経常収支黒字と財政収支赤字の持続可能性（研究） ·············· 宮尾龍蔵  191 1 



 2 円キャリー・トレードと世界金融危機（研究） ····························· 岩壷健太郎 200 5 

 

 

11  労働経済・社会政策 

1 90 年代の賃金構造の変化と人口要因（研究） ······························· 三谷直紀  191 2 

 2 日本アジア FTA と外国人労働者受入れ問題（研究） ····················· 後藤純一  192 5 

 3 失業対策としての積極的および消極的労働市場政策の役割について 

  －OECD 諸国のデータによる記述的分析－（研究） ································· 田中康秀  192 6 

 4 ワークシェアリング導入モデル事業 

  －兵庫県での取り組み－（研究） ····················································· 小西康生  193 4 

 5 社会関係と信頼 

  －高齢者対象サービスとコミュニティ内労働に関するノート－（研究） ··········· 鈴木 純  193 5 

 6 日本における労働調整の非対称性（研究） ··································· 小葉武史  194 3 

 7 ドイツの社会保障改革の動向 

  －年金保険、疾病保険ならびに介護保険の制度改革を中心にして－（研究） ······ 永合位行  194 4 

 平田謙輔 

 村上寿来 

 8 介護保険利用形態とその選択要因に関する一考察 

  －兵庫県三田市におけるアンケート調査をもとに－（研究） ························ 村上寿来  194 4 

 高倉博樹 

 9 「地域福祉計画」と新しいコミュニティづくり（研究） ················· 藤岡秀英  194 6 

10 日本の若年労働市場 

  －国際比較の観点から－（研究） ····················································· 三谷直紀  195 1 

11 職業性ストレスと企業の雇用管理（研究） ··································· 山岡順太郎 197 2 

12 ウズベキスタンにおける後期中等教育と労働市場の分析（研究） ····· 小川啓一  197 4 

13 1990 年代後半のリストラと雇用の分析（研究） ··························· 駿河輝和  197 6 

14 蔵内社会学にもとづく「新しいコミュニティ論」の研究（研究） ········ 藤岡秀英  198 4 

15 企業の経営・人事戦略と能力開発（研究） ··································· 三谷直紀  198 6 

16 交渉力を内生化した下での組合活動の分析（研究） ······················· 石田潤一郎 200 2 

 松島法明 

17 期待勤続年数と男女間賃金格差について（研究） ·························· 田中康秀  200 3 

18 雇用形態の多様化と転職（研究） ··············································· 勇上和史  200 5 

19 日本における教育のリターンの推計（研究） ································ 佐野晋平  200 5 

 安井健悟 

 

 



12  技術・生産性 

1 立地環境と技術進歩 

－都道府県別製造業の TFP の計測とその要因分析－（研究） ······················ 辻 隆司  191  6 

 2 特許の出願・権利化状況が示唆する技術戦略 

  －薄型パネル表示装置を巡る製品開発競争環境－（研究） ·························· 森田弘一  193 3 

 3 研究開発スピルオーバーと生産構造 

  －日本製造業における産業間スピルオーバーの効果の計測－（研究） ·············· 蟹 雅代  194 4 

 4 中国の国有ソフトウェア企業の配分非効率性と費用構造（研究） ····· 劉  震  194 5 

 5 中国農業における全要素生産性と技術効率性に関する分析（研究） ·· 姚 万軍  194 5 

 山口三十四 

 6 競争はイノベーションを促進する（研究） ··································· 春山鉄源  194 5 

 7 情報化、ネットワーク化における技術普及とその決定要因（研究） ·· 原田 勉  195 2 

 8 完全競争と技術進歩（研究） ····················································· 春山鉄源  197 1 

 

 

13  資源・環境経済 

1 米国の二酸化硫黄承認証市場の実証研究：報酬率規制の影響（研究） ·· 有村俊秀  191 1 

2 原子力発電所の過酷事故に伴う被害額の試算（研究） ···················· 朴 勝俊  191 3 

3 東京圏をめぐる近年の人口移動 

－高学歴者と女性の選択的集中－（研究） ··········································· 中川聡史  191 5 

4 世代間のリスク・トレードオフ（研究） ······································ 竹内憲司  192 2 

 柘植隆宏 

 岸本充生 

 5 住宅に体化された物量ストックの推計 

  －ヴィンテージ別住宅ストック表および物量ストック表の作成－（研究） ········· 斉藤 崇  192 4 

 菅 幹雄 

 石川雅紀 

 6 自由貿易と環境保護に関する一考察 

  －公共的汚染抑制活動の存在を考慮して－（研究） ·································· 生原 匠  193 1 

 7 環境・品質情報の信頼性と消費者行動：  

   食品表示問題を例に（研究） ·················································· 佐藤真行  194 2 

 8 グローバル化と人口減少下の環境政策（研究） ····························· 竹内憲司  195 1 

 9 資源経済の持続可能性とその確率について（研究） ······················· 片山誠一  195 4 

 藤崎正敏 

 太田博史 

10 途上国の間接税制改革－環境汚染の存在を考慮して－（研究） ··············· 生原 匠  195 4 



11 ロシアの環境ガバナンス 

  －『閉ざされた』エコロジー近代化の道－（研究） ·································· 徳永昌弘  199 1 

12 中国における電力供給の現状と課題（研究） ································ 周 瑋生  199 1 

 羅 錦模 

 魯  芳 

 仲上健一 

13 容器包装リサイクルにおける自主的アプローチと EPR（研究） ·········· 石川雅紀  199 6 

14 割引率選択が気候変動政策の評価に与える含意について（研究） ····· 畠瀬和志  199 6 

 竹内憲司 

15 原油価格と景気変動間の 

   ボラティリティ・スピルオーバー（研究） ································ 豊島裕樹  200 6 

 

 

14  農業・農業政策 

1 旧ソ連農業の低効率性とフロンティアの停滞（研究） ···················· 霍 靈光  191 3 

 山口三十四 

2 農業問題の 3 段階説（研究） ····················································· 神門善久  193 1 

 3 日本の低食料自給率とその計量的分析 

  －世界の食料自給率の同時方程式による実証研究－（研究） ························ 中川雅嗣  193 5 

 山口三十四 

 4 中国農業における全要素生産性と技術効率性に関する分析（研究） ·· 姚 万軍  194 5 

 山口三十四 

 5 分益小作論における期待効用仮説の妥当性について 

  －実験ゲームによる検証－（研究） ··················································· 高篠仁奈  199 4 

 福井清一 

 Jangkung Handoyo Mulyo 

 

 

15  人口・人口政策 

1 東京圏をめぐる近年の人口移動 

  －高学歴者と女性の選択的集中－（研究） ··········································· 中川聡史  191 5 

 2 成人寿命の増加と国民貯蓄率に関する実証研究（研究） ················· 衣笠智子  194 3 

 3 明治前期の地域人口動態と人口移動（研究） ································ 髙橋眞一  194 5 

 4 人口減少下での持続可能な経済成長（研究） ································ 山口三十四 195 1 

 5 明治前期郡区別推計出生力の地域パターン（研究） ······················· 髙橋眞一  195 2 

 6 養児防老の思想に基づく中国の農村出生率の計量的分析 



  －老後の保証の効用を意味する養児防老の思想の存在性－（研究） ················ 沈  東  195 3 

 山口三十四 

 7 台湾における人口諸変数の経済成長に対する貢献（研究） ·············· 謝 餘慶  196 4 

 衣笠智子 

 山口三十四 

 8 中国における人的資本と経済および社会の計量的分析（研究） ········ 黄  瑋  197 6 

 衣笠智子 

 山口三十四 

 9 兵庫県農村地域における近年の人口変動（研究） ·························· 中川聡史  199 4 

 

 

16  産業構造・産業政策 

1 立地環境と技術進歩 

－都道府県別製造業の TFP の計測とその要因分析－（研究） ······················ 辻 隆司  191 6 

 2 産業の構造変化分析（研究） ····················································· 川畑康治  194 3 

 3  シンガポールの医療ハブ戦略と官民連携（研究） ·························· 内田康雄  194 5 

 4 デジダル機器のイノベーション・インパクト 

  －ノートブック・パソコンの価格変動に対する品質推移の影響－（研究） ········· 伊藤宗彦  195 5 

 5 完全競争と技術進歩（研究） ····················································· 春山鉄源  197 1 

 6 ロシアの環境ガバナンス 

  －『閉ざされた』エコロジー近代化の道－（研究） ·································· 徳永昌弘  199 1 

 

 

17 産業組織・競争政策 

1 国際通商政策の政治経済分析と日本モデル（研究） ······················· 片山誠一  192 2 

2 取引費用経済学と関係的契約からみた 

反トラスト法上の取引義務（研究） ········································· 柳川 隆  192 2 

3  補完製品の取引構造と競争－価格および品質への影響－（研究） ············ 丸山雅祥  193 3 

 南川和充 

4  社会関係と信頼 

  －高齢者対象サービスとコミュニティ内労働に関するノート－（研究） ··········· 鈴木 純  193 5 

5  定常性検定に基づいた独占禁止法上の市場範囲の画定（研究） ········ 荒井弘毅  194 4 

6 公益事業におけるヤードスティック規制（研究） ·························· 水谷文俊  195 5 

7 デジダル機器のイノベーション・インパクト 

  －ノートブック・パソコンの価格変動に対する品質推移の影響－（研究） ········· 伊藤宗彦  195 5 

8 独占的競争モデルによる災害の空間的応用一般均衡分析（研究） ····· 小池淳司  196 4 



 細江宣裕 

 下村研一 

 片山慎太朗 

9 費用の不確実性と製品特性の関係（研究） ··································· 松島法明  196 4 

 松村敏弘 

10 有料放送市場におけるチャンネル数とプラットフォーム間競争 

  －間接ネットワーク効果と互換性の影響－（研究） ·································· 宍倉 学  198 5 

 春日教測 

11 モンテカルロ・シミュレーションによる人材採用・ 

   選抜方法の社会的影響に関する分析（研究） ····························· 髙橋 潔  198 6 

12 EU とドイツにおける鉄道改革（研究） ······································ 柳川 隆  199 5 

 吉野一郎 

 播磨谷浩三 

14 容器包装リサイクルにおける自主的アプローチと EPR（研究） ······· 石川雅紀  199 6 

15 交渉力を内生化した下での組合活動の分析（研究） ······················· 石田潤一郎 200 2 

 松島法明 

 

 

18  中小企業・地域経済 

1 立地環境と技術進歩 

－都道府県別製造業の TFP の計測とその要因分析－（研究） ······················ 辻 隆司  191 6 

2 創業期におけるフランチャイズの機能（研究） ····························· 小本恵照  193 6 

3 中国・自転車産業のビジネスシステム変革 

  －天津の事例にもとづいて－（研究） ················································ 駒形哲哉  194 1 

4 大学発ベンチャーの創出要因：研究教育と産学連携の効果（研究） ·· 上野正樹  194 2 

5 取引の文化：地域産業の制度的叡智（研究） ································ 加護野忠男 196 1 

6 独占的競争モデルによる災害の空間的応用一般均衡分析（研究） ····· 小池淳司  196 4 

 細江宣裕 

 下村研一 

 片山慎太朗 

7 企業活動の国際比較（研究） ····················································· 磯辺剛彦  196 5 

 高橋徳行 

8 企業間協働と会社制度－有田焼産地の事例分析－（研究） ····················· 柴田淳郎  197 2 

9 地場産業のビジネスシステムと競争行動 

  －九谷焼産地と瀬戸焼産地の人材育成システムに焦点を合わせて－（研究） ······ 柴田淳郎  197 4 

10 産業集積地のダイナミズムに関する実証分析（研究） ···················· 原田 勉  198 5 



11 近畿 3 空港における鉄道アクセスについての一考察（研究） ··········· 須田昌弥  200 1 

 

 

19  国際経済・貿易政策 

 1 日本アジア FTA と外国人労働者受入れ問題（研究） ····················· 後藤純一  192 5 

 2 自由貿易と環境保護に関する一考察 

  －公共的汚染抑制活動の存在を考慮して－（研究） ·································· 生原 匠  193 1 

 3  FTA と日本企業の行動： 

対メキシコ特恵関税の利用状況（研究） ··································· 高橋克秀  193 3 

 4  ネットワーク効果と比較優位（研究） ········································· 菊地 徹  193 4 

 5  日本の低食料自給率とその計量的分析 

  －世界の食料自給率の同時方程式による実証研究－（研究） ························ 中川雅嗣  193 5 

山口三十四 

 6  経済発展とネットワーク：中国・ASEAN のケース（研究） ··········· 井川一宏  193 5 

 7  独占的競争貿易理論の新展開（研究） ········································· 菊地 徹  194 2 

 8  米国の鉄鋼セーフガード措置の応用一般均衡分析（研究） ·············· 利 博友  194 3 

ドミニク・ヴァンダー・メンズブルグ 

 9  効率性ギャップとヘクシャー＝オリーン貿易パターン（研究） ········ 菊地 徹  194 6 

10 メキシコの貿易自由化と賃金格差（研究） ··································· 浜口伸明  195 1 

西島章次 

11 米国のアンチダンピング提訴を誘発するマクロ経済的要因（研究） ·· 西垣秀樹  195 2 

12 途上国の間接税制改革－環境汚染の存在を考慮して－（研究） ··············· 生原 匠  195 4 

13 関税と垂直的生産チェーン（研究） ············································ 馬  岩  196 5 

14 間接ネットワーク効果と国際貿易（研究） ··································· 菊地 徹  197 3 

岩佐和道 

15 二国二部門世代重複モデルにおける紐付き 

   トランスファーの経済厚生分析（研究） ··································· 篠崎 剛  197 6 

16 流通部門の技術進歩および比較優位（研究） ································ 馬  岩  200 3 

 

 

20  開発経済学 

1 カンボジアにおける芳香米の普及と農村の貧困削減（研究） ··········· 福井清一  191 4 

2 輸出指向開発再論： 

後発発展途上国の労働集約的工業発展の可能性（研究） ·············· 山形辰史  193 1 

 3 農業問題の 3 段階説（研究） ····················································· 神門善久  193 1 

 4 政府開発援助の経済分析：現状と展望（研究） ····························· 澤田康幸  193 1 



 池上宗信 

 5 発展途上国の動学一般均衡モデル： 

   RBC モデルからの応用を中心に（研究） ·································· 樹神昌弘  193 1 

 6 金融市場の発達と経済成長（研究） ············································ 石井貴春  193 1 

 駿河輝和 

 7 レソト王国における EFA 達成に向けての需要サイドからの分析 

  －家計調査に基づくミクロデータ分析から－（研究） ······························· 小川啓一  193 1 

 野村真作 

 8 自由貿易と環境保護に関する一考察 

  －公共的汚染抑制活動の存在を考慮して－（研究） ·································· 生原 匠  193 1 

 9 途上国におけるバブル資産国際取引の自由化（研究） ···················· 仁科克己  193 2 

10 移行経済下ミャンマーにおける企業の資金調達（研究） ················· 三重野文晴 193 4 

11 日本の低食料自給率とその計量的分析 

  －世界の食料自給率の同時方程式による実証研究－（研究） ························ 中川雅嗣  193 5 

 山口三十四 

12 産業の構造変化分析（研究） ····················································· 川畑康治  194 3 

13 所有権と資源管理の問題－フィリピン高地農民の事例－（研究） ············ 大村真樹子 194 6 

14 民主主義・制度能力・経済成長 

  －国際パネルデータによる実証分析－（研究） ······································ 福味 敦  194 6 

15 小作契約形態の決定要因： 

   ジャワ農村の事例より（研究） ··············································· 福井清一  195 2 
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16 養児防老の思想に基づく中国の農村出生率の計量的分析 

  －老後の保証の効用を意味する養児防老の思想の存在性－（研究） ················ 沈  東  195 3 

 山口三十四 

17 途上国の間接税制改革－環境汚染の存在を考慮して－（研究） ··············· 生原 匠  195 4 

18 台湾における人口諸変数の経済成長に対する貢献（研究） ·············· 謝 餘慶  196 4 

 衣笠智子 

 山口三十四 

19 サハラ砂漠以南のアフリカ諸国と先進国の間の 

   景気循環の交際波及について（研究） ······································ 羽森茂之  197 3 
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21 インドにおける電力補助金の決定要因 

  －州パネルデータによる実証分析－（研究） ········································· 福味 敦  199 1 
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 7 ブラジルのサトウキビ産業とその雇用に関する実証研究（研究） ······· 西島章次  199 6 
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 山口三十四 

9 経験的尤度とブートストラップ法による平均の信頼領域について 

－シミュレーションによる分析－（研究） ··········································· 難波明生  186 3 

10 実質金利の国際的収束：代替的検証（研究） ································ 松林洋一  192 4 

11 長短金利差と経済変動：国際比較（研究） ··································· 羽森茂之  193 3 
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   バッギングの効果について（研究） ········································· 難波明生  193 5 
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 山口三十四 

17 カウントデータに対する内生的スイッチングモデルの 

   ベイズ推定について（研究） ·················································· 古澄英男  194 5 

18 人口減少下での持続可能な経済成長（研究） ································ 山口三十四 195 1 

19 養児防老の思想に基づく中国の農村出生率の計量的分析 

  －老後の保証の効用を意味する養児防老の思想の存在性－（研究） ················ 沈  東  195 3 

 山口三十四 

20 ブートストラップ法によるリッジ回帰推定量の精度評価（研究） ····· 大谷一博  195 4 

21 資産効果の有用性と限界：日米消費行動の再検証（研究） ·············· 松林洋一  196 3 

22 台湾における人口諸変数の経済成長に対する貢献（研究） ·············· 謝 餘慶  196 4 

 衣笠智子 

 山口三十四 

23 東アジア月次経済指標の季節・祝日調整 

  －センサス法Ｘ‐12‐ARIMA 調整機能の拡張－（研究） ·························· 古屋秀樹  196 6 

 高橋克秀 

24 サハラ砂漠以南のアフリカ諸国と先進国の間の 

   景気循環の交際波及について（研究） ······································ 羽森茂之  197 3 

 Ivohasina Fizara Razafimahefa 

25 ガンマ乱数の生成方法について（研究） ······································ 谷﨑久志  197 4 
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                        （研究） ·································· 難波明生  197 5 

27 再帰的に切断された多変量正規分布による 

   切断正規分布からのシミュレーションについて（研究） ·············· 古澄英男  198 3 

28 不等式制約付リッジ回帰推定量の 

   ブートストラップ法による精度評価（研究） ····························· 大谷一博  199 3 
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   米国の経験（研究） ······························································ 松林洋一  200 2 

30 財政の持続可能性についての再検証（研究） ································ 藤井隆雄  200 6 
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12 セコムの事業システム（研究） ·················································· 小川 進  199 3 
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―東アジアでの国際比較研究に向けて―（研究） ··································· 髙室裕史  191 4 
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－医薬品製造業者の事例－（研究） ·················································· 小島健司  191 6 
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1 ハイアールの市場主義管理（研究） ············································ 吉原英樹  191 3 

 欧陽桃花 

2 ライン・マネージャーになる節目の障害と透明 

  －「なりたくない症候群」と「世代継承的夢」－（研究） ·························· 金井壽宏  191 3 

3 組織フラット化に伴う人事制度改革 

－人事等級制度と報酬制度に着眼して－（研究） ···································· 厨子直之  191 5 

 上林憲雄 

4 戦前期企業の退職実態  －貿易商社兼松の退職制度－（研究） ············ 藤村 聡  193 2 

 5 日本型人事管理の進化型 

  －上場製造業の人事部長に対する質問紙調査から－（研究） ························ 平野光俊  193 4 

 6 組織フラット化に伴う新たな「階層化」現象の発生（研究） ··········· 櫻田涼子  195 3 

 上林憲雄 

 7 日本の林業経営における原価計算システム（研究） ······················· 梶原 晃  195 3 

 8 大卒ホワイトカラーにおける組織を背負う 

意識に関する実証研究（研究） ··············································· 鈴木竜太  196 3 

 9 「役割」概念の類型化に関する一考察 

  －成果主義との関連から－（研究） ···················································· 千田直毅  196  6 

 上林憲雄 

10 人材ポートフォリオの動態的・個別的マネジメント 

  －HRM 方針と非典型労働者の態度のギャップの経験的考察－（研究） ············ 平野光俊  197 3 

11 仕事意欲の 2 要因理論に関する発見的追試 

  －臨界事象法に注目して－（研究） ··················································· 森永雄太  198 3 

 佐藤栄哲 

 金井壽宏 

12 実践的持論の言語化が促進する 

   リーダーシップ共有の連鎖（研究） ········································· 金井壽宏  198 6 

13 モンテカルロ・シミュレーションによる人材採用・ 

   選抜方法の社会的影響に関する分析（研究） ····························· 髙橋 潔  198 6 

14 ワーク・ライフ・バランスの日本的展開に関する一考察 

  －量から質へ，そしてダイバーシティへ－（研究） ·································· 上林憲雄  199 2 

15 日本企業のホワイトカラーのタイポロジーに関する実証研究 

  －組織コミットメントと組織を背負う意識に注目して－（研究） ··················· 鈴木竜太  200 2 

 

 



41  経営史 

1 戦前期の企業内教育―貿易商社兼松の寄宿舎制度―（研究） ··················· 藤村 聡  191 2 

 山地秀俊 

2 承認図部品メーカーの製品開発戦略 

  －市販部品取引からの転換をめぐって－（研究） ··································· 中島裕喜  191 2 

 阿部武司 

3 職務発明の対価：その歴史的考察 

－三菱造船における職員発明規制制定をめぐって－（研究） ························ 前田裕子  191 6 

4 多国籍企業の対日進出と組織能力の構築 

－高度成長期、ゼネラルフーヅの流通チャネル政策を中心として－（研究） ······ 桑原哲也  192 4 

 5 戦前期企業の退職実態 

  －貿易商社兼松の退職制度－（研究） ················································ 藤村 聡  193 2 

 6  兼松における従業員持株会の生成と展開 

  －従業員持株制度の機能と資金上の問題点－（研究） ······························· 井上真由美 194 6 

 清水泰洋 

 7 日本における近代陶磁器業多角的展開の一側面 

  －大倉孫兵衛・和親の経営行動と日本陶器－（研究） ······························· 前田裕子  195 5 

 8 第二次世界大戦後の多国籍企業の対日直接投資過程（研究） ··········· 桑原哲也  196 1 

 9 The Experience of Foreign Multinational  

     Enterprises in Japan, 1946-1974（研究） ····················· Mira Wilkins  196 1 

10 日本 IBM の発展と組織能力形成：1949～1993（研究） ················· 宇田 理  196 1 

11 日本市場へ後発的に参入した多国籍企業の経験 

  －ユニリーバ、1964～2000 年－（研究） ············································ 桑原哲也  196 1 

12 成功する外資系企業 

  －日本は閉鎖的であるという神話と、歴史的事実－（講演記録） ····· James C. Abegglen   196 1 

13 戦前期兼松の豪州支店在勤者（研究） ········································· 藤村 聡  197 6 

14 多国籍企業の対日投資と製品ライフサイクル 

  －J.&P.コーツ，1907～1973 年－（研究） ··········································· 桑原哲也  198 2 

15 戦前期海外駐在員の家族同居問題－兼松豪州支店の事例分析－（研究） ····· 藤村 聡  198 4 

16 セコムの事業システム（研究） ·················································· 小川 進  199 3 

 藤本章博 

17 多国籍企業の現地経営と駐在員政策 

  －高度成長期の日本におけるネスレ－（研究） ······································ 桑原哲也  199 4 

18 台湾エレクトロニクス産業発展史（研究） ··································· 長内 厚  200 3 

 陳 韻如 

19 戦間期兼松における羊毛取引の変革 



  －仲介取引から自己勘定取引へ－（研究） ··········································· 清水泰洋  200 5 

 藤村 聡 

20 戦後日本企業の海外進出の変遷 

  －海外従業員数ランキングの検討－（研究） ········································· 藤田順也  200 6 

 竹内竜介 

 平野恭平 

 

 

42  国際経営 

1 ハイアールの市場主義管理（研究） ············································ 吉原英樹  191 3 

 欧陽桃花 

2 多国籍企業における海外投資の競争優位性についての研究 

―日本企業の対中国投資についての分析―（研究） 毛 蕴詩  191 5

 高 瑞紅 

 汪 建成 

 3 現地化戦略と中国事業の経営業績（研究） ··································· 黄  磷  192 5 

 4 中国自動車企業の製品開発 

  －イミテーションとイノベーションのジレンマ－（研究） ·························· 李 春利  194 1 

 5 細部へのこだわりと人材育成 

  －中国へのアメーバ経営導入プロセスのアクションリサーチから－（研究） ······ 劉 建英  194 1 

 三矢 裕 

 加護野忠男 

 6 グローバル競争における後発企業のキャッチアップ戦略 

  －技術競争とマーケティング資源ベースの競争－（研究） ·························· 黄  磷  195 6 

 7 第二次世界大戦後の多国籍企業の対日直接投資過程（研究） ··········· 桑原哲也  196 1 

 8 成功する外資系企業 

  －日本は閉鎖的であるという神話と、歴史的事実－（講演記録） ····· James C. Abegglen   196 1 

 9 国際移転におけるコンテクストの共有 

  －技術特性に対応した「適用・適応」－（研究） ···································· 高 瑞紅  196 2 

10 ビジネス関係の帰属についての日中比較（研究） ·························· 高 瑞紅  196 5 

11 多国籍企業の対日投資と製品ライフサイクル 

  －J.&P.コーツ，1907～1973 年－（研究） ··········································· 桑原哲也  198 2 

12 多国籍企業の現地経営と駐在員政策 

  －高度成長期の日本におけるネスレ－（研究） ······································ 桑原哲也  199 4 

13 中国企業の海外直接投資と経営資源獲得戦略（研究） ···················· 黄  磷  199 5 

14 交通サービス事業者における国際化と多国籍化： 



   物流会社と航空会社の事例における 

   経営パフォーマンスに与える影響についての分析（研究） ··········· 遠藤伸明  200 1 

15 台湾エレクトロニクス産業発展史（研究） ··································· 長内 厚  200 3 

 陳 韻如 

16 戦後日本企業の海外進出の変遷 

  －海外従業員数ランキングの検討－（研究） ········································· 藤田順也  200 6 

 竹内竜介 

 平野恭平 

 

 

43  財務会計 

1 株式価値評価における知的資本の重要性： 

   証券アナリストのパーセプション（研究） ································ 榊原茂樹  191 5 

 與三野禎倫 

 Bo Hansson 

2 裁量行動としての売上高のグロスドアップ（研究） ······················· 岡部孝好  191 6 

3 日本における研究開発費会計の経路依存 

  －総力戦体制の影響－（研究） ························································ 中村恒彦  192 1 

 4 脱コストと財務報告コストの関係（研究） ··································· 鈴木一水  192 4 

 5 ストック・オプションの 

   権利付与と会計上の損失に関する予備的証拠（研究） ················· 音川和久  192 5 

 髙田知実 

 6 会計基準のハーモニゼーションと国際会計基準の浸透化 

  －日本企業の対応と課題－（研究） ··················································· 古賀智敏  193 6 

 Gunnar Rimmel 

7 研究開発資産の会計的評価と 

リアル・オプション・アプローチ（研究） ································ 與三野禎倫 194 5 

 8 倒産企業の財務比率の時系列特性（研究） ··································· 桜井久勝  196 6 

 村宮克彦 

 9 知的資産情報と投資意思決定有用性 

  －「ファンドマネージャー」対「ベンチャーキャピタル」－（研究） ·············· 古賀智敏  197 5 

 榊原茂樹 

 姚  俊 

10 企業価値評価と合併・買収に関する資本市場の影響分析（研究） ····· 與三野禎倫 198 3 

 島田佳憲 

11 業績の影響をコントロールした 



   裁量的発生高の有効性に関する検証 

  －Kothari, Leone, and Wasley（2005）の追加検証－（研究） ····················· 北川教央  199 2 

 後藤雅敏 

12 高頻度データを利用した投資家行動の分析 

  －大量保有報告書データの利用可能性－（研究） ···································· 音川和久  199 5 

13 会計制度設計の実証的評価規準（研究） ······································ 桜井久勝  200 5 

 

 

44  簿記 

 

 

45  税務会計 

 

 

46  原価計算 

 1 資本予算研究の回顧と展望（研究） ············································ 清水信匡  198 1 

 加登 豊 

 梶原武久 

 坂口順也 

 2 コスト・マネジメント研究の回顧と展望（研究） ·························· 梶原武久  198 1 

 吉田栄介 

 山田伊知郎 

 3 環境配慮型設計と原価企画 

  －サーベイ調査に基づく予備的考察－（研究） ······································ 梶原武久  199 6 

 朴 鏡杓 

 加登 豊 

 

 

47  管理会計 

 1 戦略志向の業績評価システムにおける非財務指標の 

   導入プロセスと課題－A 社のケース－（研究） ······························· 松尾貴巳  194 4 

 2 現代管理会計研究の方法論上の特徴と諸問題 

  －Zimmerman 論争をめぐって－（研究）············································ 加登 豊  196 2 

 大浦啓輔 

 新井康平 

 3 予算管理研究の回顧と展望（研究） ············································ 李  建  198 1 



 松木智子 

 福田直樹 

 4 資本予算研究の回顧と展望（研究） ············································ 清水信匡  198 1 

 加登 豊 

 梶原武久 

 坂口順也 

 5 業績評価と報酬制度研究の回顧と展望（研究） ····························· 島 吉伸  198 1 

 河合隆治 

 橋元理恵 

 朴 鏡杓 

 6 分権的組織の管理会計研究の回顧と展望（研究） ·························· 挽 文子  198 1 

 松尾貴巳 

 伊藤克容 

 安酸建二 

 新井康平 

 7 非財務指標研究の回顧と展望（研究） ········································· 安酸建二  198 1 

 乙政佐 

 福田直樹 

 8 環境管理会計研究の回顧と展望（研究） ······································ 國部克彦  198 1 

 大西 靖 

 東田 明 

 堀口真司 

 9 組織間管理会計研究の回顧と展望（研究） ··································· 窪田祐一  198 1 

 大浦啓輔 

 西居 豪 

10 コスト・マネジメント研究の回顧と展望（研究） ·························· 梶原武久  198 1 

 吉田栄介 

 山田伊知郎 

11 環境配慮型設計と原価企画 

  －サーベイ調査に基づく予備的考察－（研究） ······································ 梶原武久  199 6 

 朴 鏡杓 

 加登 豊 

 

 

48  監査 

1 保証業務の概念的枠組みとその成立要件（研究） ·························· 内藤文雄  191 2 



2 ビジネス・リスク・アプローチへの 

   監査方法の変化の妥当性（研究） ··········································· 小澤康裕  192 3 

3 クライアントとの経済的関係が監査人の独立性に及ぼす影響 

  －精神的独立性と外見的独立性の観点から－（研究） ······························ 髙田知実  200 6 

 

 

49  国際会計 

1 研究開発資産の会計的評価と 

リアル・オプション・アプローチ（研究） ····························· 與三野禎倫 194 5 

 

 

50  公会計・非営利組織会計 

 

 

51  会計史 

1 『會計』にみるわが国の会計史研究の展開： 

   1917～2004 年（研究） ························································ 中野常男  192 1 

2 戦前期貿易商社兼松の帳簿組織（研究） ······································ 山地秀俊  192 1 

 藤村 聡 

3 簿記会計史研究における資本主義論の意義 

－企業実体理論と比較しながら－（研究） ·········································· 桑原正行  192 1 

4 会計史を巡るヒストリオグラフィー：レビュー ·························· 清水泰洋  192 1 

5 London and North Western 鉄道会社における 

  資本勘定記入制限の問題（研究） ·············································· 澤登千恵  192 1 

6 日本における研究開発費会計の経路依存 

  －総力戦体制の影響－（研究） ························································ 中村恒彦  192 1 

 7 わが国における会計史研究の史的分析： 

   1917～2004 年（研究） ························································· 中野常男  193 2 

 橋本武久 

 桑原正行 

 清水泰洋 

 8 明治期における兼松商店の会計帳簿組織（研究） ·························· 山地秀俊  195 6 

 藤村 聡 

 9 暖簾の会計における理論的議論の確率： 

   20 世紀初頭のイギリスを中心に（研究） ·································· 清水泰洋  198 4 

10 大正末期おける兼松商店の会計帳簿改革（研究） ·························· 山地秀俊  199 2 



 藤村 聡 

11 わが国おける会計史研究の過去と現在 

  －テキストマイニングによる一試論－（研究） ······································ 中野常男  200 4 

 橋本武久 

 清水泰洋 

 

 

52  社会環境会計 

1 マテリアルフローコスト会計と LIME の統合可能性（研究） ·········· 國部克彦  194 3 

 伊坪徳宏 

 中嶌道靖 

2 マテリアルフローコスト会計の 

継続的導入に向けての課題と対応（研究） ································ 國部克彦  196  5 

 3 明治期における小西家（小西酒造）の会計帳簿組織 

  －旦那＝番頭ガバナンスと近代的企業ガバナンス－（研究） ························ 山地秀俊  197 2 

 藤村 聡 

 4 環境管理会計研究の回顧と展望（研究） ······································ 國部克彦  198 1 

 大西 靖 

 東田 明 

 堀口真司 

 5 環境配慮型設計と原価企画 

  －サーベイ調査に基づく予備的考察－（研究） ······································ 梶原武久  199 6 

 朴 鏡杓 

 加登 豊 

 

 

53  企業情報開示 

１ 株式価値評価における知的資本の重要性： 

   証券アナリストのパーセプション（研究） ································ 榊原茂樹  191  5 

 與三野禎倫 

 Bo Hansson 

２ 金融システム改革によるディスクロージャー制度の進展 

  －有価証券報告書等を中心として－（研究） ········································· 梶原 晃  184 5 

 関口秀子 

３ 19 世紀後半から 20 世紀前半の 

   アメリカにおける労働者像の変遷（研究） ································ 山地秀俊  185 4 



４ 企業図像情報公開制度の研究 

  －企業はどのように人心を掌握してきたか－（研究） ······························· 山地秀俊  189 3 

 

 

54  その他 

 1 国際紛争と国際介入のコミットメント問題（研究） ······················· 石黒 馨  193 6 

 2 再分配政策と民主化のコミットメント問題 

  －体制転換の政治経済学－（研究） ··················································· 石黒 馨  197 5 

 3 学際的会計研究の軌跡 

  －Accounting, Organizations and Society, 1976-1985－（研究） ·················· 堀口真司  198 5 

 新井康平 

 鈴木 新 

 北田皓嗣 

 嶋津邦洋 

 田中利太 



Ⅱ 人 名 索 引 
 

人名索引の配列は ABC 順によった。数字の 

太字は部門番号を、細字は部門内番号を示す。 

 

 

A 

Abegglen, James C. 41‐12．42－8． 

浅田統一郎 3‐11． 

芦谷政浩  7‐6． 

足立英之  3‐9． 

安部武司  41‐2． 

天野雅敏  6‐1，5， 

天谷研一  4‐4． 

荒井弘毅  17‐5． 

新井康平  47‐2，6． 

有村俊秀  13‐1． 

 

B 

Bebenroth, Ralf   21‐3．36‐5． 

(ﾍﾞｰﾍﾞﾝﾛｰﾄ、ﾗﾙﾌ) 

 

C 

Chen, Kuang-hui  27‐3． 

(陳 光輝) 

 

D 

Davies, Stephen Jarratt 8‐4． 

ドミニク・ヴァンダー・メンズブルグ 19‐8． 

 

F 

福井清一  20‐1，15． 

福味 敦  20‐14． 

福田直樹  47‐3，7． 

福田 亘  7‐3．21‐2． 

藤井美文  1‐1． 

藤岡秀英  11‐9．1‐2． 

藤崎正敏  13‐9． 

藤村 聡  40‐4．41‐1，5，13．51‐2，

8．52‐3． 

古屋秀樹  23‐9．26‐23．27‐6． 

 

G 

Gao, Ruihong 36‐3，12．42‐2，9，10．

(高 瑞紅) 

Goehlich, Robert A.  21‐3． 

Guang, Huo Ling 14‐1．24‐1．26‐8． 

(霍 靈光) 

後藤純一  11‐2． 

神門善久  14‐2．20‐3． 

 

H 

Hansson, Bo  31‐1．39‐1．43‐1． 

53‐1． 

Hsieh, Yuching 15‐7．20‐18．23‐8． 

(謝 餘慶)    26‐22．  

Hu, Yunfang  3‐16． 

(胡 雲芳) 

Huang, Lin  15‐8．28‐3，5，9． 

(黄 磷)     29‐6，11．34‐3．35‐5． 

36‐7．42‐3，6． 

Huang, Wei  15‐8． 

(黄 瑋) 

生原 匠  13‐6，10．19‐2，12． 



20‐8，17． 

萩原泰治  4‐1． 

橋口善浩  27‐3． 

橋野知子  6‐6， 

橋本賢一  3‐8． 

橋本武久  51‐7． 

橋元理恵  47‐5． 

畠田 敬  9‐5． 

浜口伸明  7‐12．19‐10．22‐2，4． 

羽森茂之  20‐19．26‐4，11，24． 

原 拓志  37‐5，11，12． 

原田 勉  12‐7．37‐1，7． 

春山鉄源  3‐14．12‐6，8．16‐5． 

挽 文子  47‐6． 

東田 明  47‐8．52‐4． 

久本久男  38‐1． 

平田謙輔  11‐7． 

平野光俊  40‐5，10． 

広田紘一  23‐4． 

細江宣裕  4‐7．17‐8．18‐6．32‐3． 

堀口真司  47‐8．52‐4． 

 

I 

Ivohasina Fizara Razafimahefa 

    20‐19．26‐24． 

井川一宏  19‐6． 

砂川伸幸  31‐3，4．39‐4，6． 

石井淳蔵  29‐1，9． 

石井貴春  9‐1．20‐6． 

石黒 馨  54‐1，2． 

石川雅紀  1‐1．13‐5． 

池上宗信  3‐1．7‐4．20‐4． 

磯辺剛彦  18‐7． 

伊坪徳宏  52‐1． 

伊藤克容  47‐6． 

伊藤宗彦  16‐4．17‐7．36‐8．37‐3，

9，10． 

井上真由美 41‐6． 

岩佐和道  19‐14． 

 

J 

Jung, Euichul  31‐3．39‐4． 

(鄭 義哲) 

地主敏樹  9‐3．27‐7． 

 

K 

加護野忠男 18‐5．34‐5．35‐3，9． 

36‐1，4，9．42‐5． 

梶原 晃  40‐7．53‐2． 

梶原武久  46‐1，2．47‐4，10． 

片山慎太朗 4‐7．17‐8．18‐6．32‐3． 

片山誠一  13‐9．17‐1．25‐2． 

片山三男  6‐3． 

加登 豊  46‐1．47‐2，4． 

加藤英明  39‐2． 

加藤弘之  21‐1．22‐1．23‐1． 

金井壽宏  35‐1，7，8．40‐2． 

蟹 雅代  12‐3． 

河合隆治  47‐5． 

川畑康治  3‐4．16‐2．20‐12． 

上林憲雄  34‐1．40‐3，6，9． 

菊地 徹  19‐4，7，9，14． 

岸本充生  8‐3．13‐4． 

衣笠智子  15‐2，7，8．20‐18．23‐8．

26‐22． 

木村友則  39‐2． 

久保広正  24‐3． 

窪田祐一  47‐9． 

熊谷太郎  7‐2． 

栗木 契  28‐2，8． 

車井浩子  26‐2． 

桑原哲也  41‐4，8，11．42‐7． 



桑原正行  51‐3，7． 

毛海千佳子 32‐2． 

小池淳司  4‐7．17‐8．18‐6．32‐3． 

古賀智敏  43‐6，9． 

國部克彦  47‐8．52‐1，2，4． 

小島健司  29‐2，7，12． 

古澄英男  26‐17．27‐4． 

小太刀慶明 37‐4． 

樹神昌弘  3‐2．20‐5． 

後藤純一  19‐1． 

小西康生  11‐4． 

小葉武史  11‐6． 

駒形哲哉  18‐3． 

小巻泰之  26‐1． 

小本恵照  18‐2．29‐5． 

 

L 

Le Viet Trung  29‐13． 

Lee, Chunli  23‐5．37‐6．42‐4． 

(李 春利) 

Lee, Hiro  19‐8． 

(利 博友) 

Lee, Ken  47‐3． 

(李 建) 

Li, Donghao  35‐2． 

(李 東浩) 

Liu, Jianying  36‐4．42‐5． 

(劉 建英) 

Liu, Zhen  12‐4．26‐15． 

(劉 震) 

 

M 

馬  岩  19‐13． 

前田裕子  6‐2，8．41‐3，7． 

松尾貴巳  47‐1，6． 

松尾博文  37‐4． 

松木智子  47‐3． 

松嶋 登  35‐11． 

松島法明  17‐9． 

松林洋一  26‐10，21． 

松村敏弘  17‐9． 

丸山雅祥  17‐3．29‐4，13． 

丸谷泠史  7‐2． 

三重野文晴 9‐4．20‐10．23‐3． 

三品和広  36‐2，11． 

水谷文俊  7‐11．17‐6． 

三谷直紀  11‐1，10． 

南川和充  17‐3．29‐4． 

南知惠子  28‐6，11．29‐14． 

三野和雄  3‐10． 

三矢 裕  36‐4．42‐5． 

宮尾龍蔵  7‐9．8‐1．10‐1．25‐1．

26‐6． 

三輪加奈  20‐15． 

村上寿来  7‐7．11‐7，8． 

村上英樹  32‐1，2． 

村宮克彦  43‐8． 

Mao, Yunshi  42‐2． 

(毛 蕴詩) 

森川高行  32‐4． 

森田弘一  12‐2． 

森元伸枝  35‐12． 

 

N 

内藤文雄  48‐1． 

中川聡史  13‐3．15‐1． 

中川雅嗣  14‐3．19‐5．20‐11． 

25‐3．26‐13． 

中島裕喜  41‐2． 

中嶌道靖  52‐1． 

中谷 武  3‐6，12，4‐1． 



中西訓嗣  4‐2，6． 

中野常男  51‐1，7． 

中村 保  3‐3，13． 

中村恒彦  43‐3．51‐6． 

永合位行  7‐1，10．11‐7．1‐3． 

難波明生  26‐7，9，14，26． 

西居 豪  47‐9． 

西尾久美子 35‐12． 

西垣秀樹  19‐11． 

西島章次  19‐10．21‐1．22‐1，2．

23‐1． 

仁科克己  20‐9． 

延岡健太郎 34‐4．37‐2． 

野村真作  20‐7． 

野村友和  22‐3． 

 

O 

Ouyang, Taohua  40‐1．42－1． 

(欧陽桃花) 

大浦啓輔  47‐2，9． 

大里大助  35‐6． 

太田博史  13‐9． 

大谷一博  26‐3，20．27‐5． 

大西 靖  47‐8．52‐4． 

大村真樹子 20‐13． 

岡部孝好  43‐2． 

小川啓一  11‐12．20‐7，20． 

小川 進  28‐1，7．29‐3，10．36‐6．

37‐8． 

奥西孝至  5‐2． 

長田貴仁  34‐6． 

長内 厚  36‐10，14． 

小澤康裕  48‐2． 

小塩隆士  8‐5． 

音川和久  43‐5． 

乙政佐  47‐7． 

 

P 

Park, Kyungpyo  47‐5．  

(朴 鏡杓) 

Park, Seung-Joon  13‐2． 

(朴 勝俊) 

 

R 

Rimmel, Gunnar   43‐6． 

Ryu, Dohyeong  29‐8，9． 

(柳 到亨) 

 

S 

Shen, Dong  15‐6．20‐16．26‐19． 

(沈 東) 

Shi, Jin   29‐6． 

斎藤 孝  3‐7．6‐7． 

斎藤 崇  13‐5． 

榊原茂樹  31‐1，2．39‐1，3．43‐1，

9．53‐1． 

坂口順也  46‐1．47‐4． 

坂下昭宣  34‐2．35‐4． 

櫻井久勝  43‐8． 

櫻田涼子  40‐6． 

佐藤真行  13‐7． 

澤田康幸  3‐1．7‐4．20‐4． 

澤登千恵  51‐5． 

三古展弘  32‐4． 

重富公生  5‐1，3． 

鎮目雅人  6‐9，10． 

篠崎 剛  3‐15．19‐15． 

柴田淳郎  18‐8，9．34‐7．36‐13． 

島 吉伸  47‐5． 

下野由貴  36‐3． 

清水信匡  46‐1．47‐4． 

清水泰洋  41‐6．51‐4，7． 



下村研一  4‐7．17‐8．18‐6．32‐3． 

末廣英生  4‐3，8． 

菅 幹雄  13‐5． 

鈴木一水  43‐4． 

鈴木 純  7‐5．11‐5．17‐4． 

鈴木竜太  35‐10．40‐8． 

駿河輝和  9‐1．11‐13．20‐6． 

関口秀子  53‐2． 

千田直毅  40‐9． 

 

T 

高尾 厚  33‐1． 

高倉博樹  7‐7．11‐8． 

高嶋克義  28‐4，10． 

髙田知実  43‐5． 

高橋克秀  19‐3．23‐7，9．26‐23．

27‐6． 

髙橋 潔  35‐6． 

髙橋眞一  15‐3，5． 

高橋徳行  18‐7． 

高橋基樹  23‐2． 

高橋百合子 7‐12．22‐4． 

高室裕史  29‐1，9． 

滝川好夫  9‐2．39‐7，8． 

竹内憲司  8‐3．13‐4．13‐8． 

畳谷整克  4‐5． 

田中康秀  11‐3．22‐3． 

谷﨑久志  26‐5，12，25．27‐1，2，8． 

玉岡雅之  8‐2，6． 

柘植隆宏  8‐3．13‐4． 

辻 隆司  12‐1．16‐1．18‐1． 

 

U 

上野正樹  37‐2． 

上宮正一郎 2‐１，2，3． 

宇田 理  41‐10． 

内田康雄  16‐3． 

浦川邦夫  8‐7． 

浦長瀬 隆 6‐4． 

浦野充洋  35‐11． 

上野正樹  18‐4． 

 

W 

Wang, Jiancheng  42‐2． 

(汪 建成) 

Wilkins, Mira 41‐9． 

Wong, Chee Yew 36‐12． 

渡邉敏夫  3‐5． 

 

X 

Xie, Jun  39‐8． 

(謝 珺) 

 

Y 

Yao, Jun  43‐9． 

(姚 俊) 

Yao, Wanjun  12‐5．14‐4．23‐6． 

(姚 万軍)    26‐16．49‐1．53‐1． 

安酸建二  47‐6，7． 

柳川 隆  17‐2． 

山岡順太郎 11‐11． 

吉田栄介  46‐2． 

山形辰史  20‐2． 

山口 聖  31‐4．39‐6． 

山口三十四 7‐8．12‐5．14‐1，3，4．

15‐4，6，7，8．19‐5． 

20‐11，16，18．23‐6，8．

24‐1．25‐3，4．26‐8，13，

16，18，19，22． 

山﨑尚志  31‐2．33‐1．39‐3． 

山地秀俊  41‐1．51‐2，8．52‐3． 

53‐3，4． 



山田伊知郎 46‐2．47‐10. 

山田修嗣  1‐1． 

横山斉理  29‐9． 

與三野禎倫 31‐1．39‐1，5．43‐1，7．  

吉井昌彦  24‐2，4． 

吉田栄介  47‐10． 

吉田 博  36‐5． 

吉原英樹  40‐1．42‐1． 

 

Z 

厨子直之  40‐3． 

 



 

 


